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明
治
15
年
、農
場
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、

那
須
野
が
原
に
飲
み
水
を
引
く
飲
用
水
路
が

開
通
し
、
そ
の
後
、
明
治
18
年
に
は
灌か
ん
が
い漑

用

大
水
路
で
あ
る
那
須
疏そ
す
い水
の
開
削
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
明
治
18
年
4
月
15
日
に
烏
ヶ
森
で
起
工
式

が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
5
か
月
後
の
9
月
15

日
に
は
、
那
珂
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
る
取

水
口
の
あ
る
西
岩
崎
か
ら
千
本
松
ま
で
の
約

16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
本
幹
水
路
が
完
成
し
ま

し
た
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
も
ダ
ン
プ
カ
ー
も
な

い
時
代
、
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
行
わ
れ
た

工
事
で
し
た
。
本
幹
水
路
の
完
成
後
、
本
幹

水
路
か
ら
南
へ
流
れ
る
４
本
の
分
水
路
が
開

削
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
須
疏
水
の
開
削
で
は
、
国
や
県
へ
の

請せ
い
が
ん願

な
ど
に
奔ほ
ん
そ
う走

し
た
那
須
開
墾
社
の

印い
ん
な
み
じ
ょ
う
さ
く

南
丈
作
と
矢や
い
た
た
け
し

板
武
の
功
績
が
大
き
く
、
そ

の
業
績
は
現
在
も
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
那

須
疏
水
は
今
も
那
須
野
が
原
を
潤
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
開
拓
が
始
ま
る
と
、
農
場
は
原
野
の
開
墾

や
農
場
の
仕
事
に
従
事
す
る
働
き
手
と
し

て
、
移
住
人
を
募
集
し
ま
し
た
。
仕
事
や
土

地
を
求
め
て
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
今
も
市
内
に
は
、
そ
の

時
移
住
し
て
き
た
人
の
子
孫
が
多
く
住
ん
で

い
ま
す
。

　

那
須
野
が
原
に
あ
っ
た
広
大
な
原
野
は
、

石
や
砂
利
を
多
く
含
ん
だ
砂さ
れ
き
そ
う

礫
層
で
、
水
が

地
下
深
く
に
し
み
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
地

上
に
川
が
流
れ
ず
、
飲
み
水
や
食
事
用
の
水

な
ど
の
日
々
の
生
活
用
水
を
得
る
の
も
大
変

な
重
労
働
で
し
た
。
家
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
川
や
沼
、
井
戸
な
ど
に
行
っ
て

水み
ず
お
け桶
に
水
を
汲
み
、
重
い
水
桶
を
担
い
で
帰

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
那
須
野
が
原
に
水
を
引
く
こ
と
は
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
び
と
の
切
実
な
願
い
で
し
た
。

那須野が原の開拓と那須那須野が原の開拓と那須疏疏
そ

水水
す い

人
び
と
の
く
ら
し

人
び
と
の
く
ら
し

那
須
野
が
原
に
水
を

那
須
野
が
原
に
水
を

　私たちが暮らす地域には、かつて「那須野が原」と呼ばれる広大な原野が広がっていました。私たちが暮らす地域には、かつて「那須野が原」と呼ばれる広大な原野が広がっていました。
　過酷な環境の中、原野を開墾して農地を広げた人びと、そして、那須疏水を開削して命の水を那須野が原に　過酷な環境の中、原野を開墾して農地を広げた人びと、そして、那須疏水を開削して命の水を那須野が原に
　もたらした先人の歴史を紹介します。　もたらした先人の歴史を紹介します。

　
那
須
野
が
原
に
は
、
共
同
の
草
刈
り
場
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
広
大
な
原
野
が
あ
り
ま

し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
国
は
失
業
し
た
武

士
や
困
窮
者
の
救
済
や
職
業
支
援
、
ま
た
、

新
た
な
産
業
の
振
興
の
た
め
、
北
海
道
を
は

じ
め
、
日
本
各
地
で
開
拓
政
策
を
進
め
ま
し

た
。

　
那
須
野
が
原
で
は
、
明
治
13
年
か
ら
20
年

を
中
心
に
、
国
か
ら
原
野
を
借
り
る
団
体
や

個
人
が
現
れ
、
多
く
の
農
場
が
で
き
、
那
須

野
が
原
の
開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
拓
の
は
じ
ま
り

開
拓
の
は
じ
ま
り

昔の第一分水路 現在の第一分水路

最初（明治18年）の取水口

大正4年設置/昭和3年改修▲

現在▼

取水口

印南 丈作

矢板 武

砂礫層（石や砂利を多く含む地層）

開拓の頃を思わせる家と住人 水桶で水くみ

烏ヶ森公園上空からの眺め

烏ヶ森公園

なすの開墾まつり
那須疏水の起工式が行われた4月15日を記念して「なすの開
墾まつり」を開催します。
▶開催日　4月7日㈪から15日㈫
▶会場　烏ヶ森（野外ステージ、丘上、公園）および市内各地
▶主催　なすの開墾まつり実行委員会
メインイベント
▶開催日　4月12日㈯　雨天順延
▶会場　烏ヶ森公園
▶内容　式典、開拓鍋
※�同時開催の「花まつり」では、太鼓、歌、ダンス、キッチンカー、
軽トラ市などの催しがあります。
▶�問い合わせ　なすの開墾まつり実行委員会
　　 nasunokaikon@gmail.com

令和7（2025）年4月号令和7（2025）年4月号5

那須野が原博物館
移住人の家の実物大模型や、開墾の
様子や那須疏水の開削工事の様子を
再現したジオラマ、那須疏水取水口
の1/2模型などがあり、開拓
の歴史を楽しく学べます。
▶問い合わせ　
　☎0287（36）0949

取水口

那須野が原と那須疏水の路線

The Hardships of Pioneers The Hardships of Pioneers 
in the Development of Nasunogaharain the Development of Nasunogahara

創作劇「那須野の大地」
市民劇団「劇団なすの」が毎年上演し
ている創作劇。那須野が原を拓

ひら
いた

人びとの姿と、家族愛を描いた作品
です。
▶問い合わせ　
　　生涯学習課　
　☎0287（37）5419
西


